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労

自
治
体
労
働
者
と
府
民
の
共
同
で

憲
法
と
地
方
自
治
に
も
と
づ
く
府
政
を
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府
立
病
院
機
構
は
６
月
28
日

に
「
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人

（
非
公
務
員
型
）
へ
の
移
行
に

つ
い
て
」「
職
員
の
勤
務
成
績

の
給
与
反
映
に
つ
い
て
」
提
案

し
ま
し
た
。

　

病
院
労
組
は
「
非
公
務
員
化

へ
の
移
行
法
案
が
通
常
国
会
で

審
議
も
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

提
案
す
る
こ
と
な
ど
常
識
で
は

考
え
ら
れ
な
い
」
と
、
提
案
の

撤
回
を
迫
り
、
不
当
性
を
追
及

し
て
い
ま
す
。

不
当
な
問
題
①

　

少
な
く
と
も
法
案
が
通
過
ま

た
は
見
通
し
が
つ
い
て
か
ら
提

案
す
る
の
が
常
識
で
す
。
通
常

国
会
が
９
月
８
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
た
め
、
９
月
府
議
会
に
間

に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
府
市

統
合
本
部
が
示
し
た
府
市
病
院

の
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。（
別
表
参
照
）

不
当
な
問
題
②

　

非
公
務
員
化
の
理
由
が
ま
っ

た
く
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
黒
字

経
営
を
続
け
、
現
状
で
何
の
問

題
も
な
く
、
非
公
務
員
化
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
医
療

環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
」

橋下市長に、異議あり！
６・25集会

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
診

療
報
酬
制
度
に
応
じ
た
医
療
が

念
頭
に
あ
り
、
地
域
医
療
と
の

関
係
で
政
策
医
療
を
含
む
府
立

病
院
の
役
割
が
変
質
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

不
当
な
問
題
③

　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
地
公

法
上
の
制
約
（
競
争
試
験
又
は

選
考
）
が
な
く
な
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
非
公
務
員
型
に
な
り

採
用
の
制
限
を
な
く
せ
ば
、
公

正
さ
に
欠
け
る
恣
意
的
な
採
用

が
横
行
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

不
当
な
問
題
④

　

非
公
務
員
型
に
な
っ
て
も

「
国
立
病
院
（
公
務
員
型
）
の

給
料
表
を
使
う
」
と
し
て
い
ま

す
。
病
院
労
組
は
、
大
阪
の
医

療
機
関
の
給
与
実
態
を
反
映
し

た
給
与
制
度
に
す
べ
き
と
主
張

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

「
勤
務
条
件
等
も
現
行
を
変

更
し
な
い
」
と
説
明
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
非
公
務

員
化
が
必
要
な
の
か
納
得
で
き

る
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
労
組
は
、
府
職
労
の
取

り
組
み
の
一
環
で
仕
事
を
見
直

す
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
約

３
８
０
名
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、「
職
員
の
勤
務
成
績
の

給
与
反
映
」
に
つ
い
て
、
職
員

は
納
得
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

「
給
与
反
映
は
資
質
・
能
力

・
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

思
う
か
」
に
対
し
、
思
う
は
15

％
、「
新
人
事
評
価
制
度
で
公

正
・
公
平
で
客
観
的
な
評
価
が

で
き
て
い
る
と
思
う
か
」
に
対

し
、
思
う
は
３
・
３
％
、「
新

人
事
評
価
制
度
で
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
や
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
か
」
に
対
し
、
つ
な

が
っ
て
い
る
は
３
・
８
％
で

す
。
多
く
の
職
員
が
評
価
の
仕

方
に
疑
問
を
抱
い
て
お
り
、
職

員
の
育
成
と
い
う
本
来
の
目
的

に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　

当
局
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
勤
務

成
績
の
給
与
反
映
案
を
撤
回
す

べ
き
で
す
。　

　

「
７
月
前
半
は
８
・
２
％
の

供
給
力
不
足
」
と
の
関
電
の
試

算
に
反
し
、
原
発
を
再
稼
働
し

な
く
て
も
供
給
力
に
９
％
以
上

の
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
電

は
原
発
再
稼
働
と
同
時
に
火
力

発
電
所
の
稼
働
を
停
止
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
府
職
労
は
25
日
、
府
当
局

に
対
し
、
職
員
に
多
大
な
犠
牲

を
強
い
て
い
る
「
昼
休
み
時
間

の
変
更
」
を
中
止
す
る
よ
う
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　

府
職
労
は
７
月
14
日
、「
憲

法
と
地
方
自
治
に
も
と
づ
く
自

治
体
労
働
者
の
役
割
を
発
揮

し
、
職
場
か
ら
仕
事
を
見
直
す

運
動
の
前
進
で
府
民
と
の
共
同

を
広
げ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
そ
の
実
践
の
第
一
歩
と
し

て
、「
府
職
労
２
０
１
２
自
治

研
究
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
集
会
に
は
14
府
民
団
体
21

名
を
含
む
１
１
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
橋
口
委
員
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
大
阪

市
労
組
の
竹
村
委
員
長
と
日
本

共
産
党
府
議
団
の
堀
田
議
員
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
あ
い
さ
つ
を

受
け
ま
し
た
。
有
田
副
委
員
長

か
ら
自
治
研
究
集
会
に
あ
た
っ

て
の
「
基
調
報
告
」
と
と
も
に

「
職
場
か
ら
仕
事
を
見
直
す
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間
集
計
結
果

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
、「
地
域

主
権
改
革
・
地
方
自
治
破
壊
の

攻
撃
、
大
阪
の
危
険
な
行
く

末
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
森
裕
之

氏
（
立
命
館
大
学
政
策
科
学
部

教
授
）
が
講
演
し
、
民
主
党
政

権
が
す
す
め
る
地
方
主
権
改
革

の
狙
い
、
憲
法
と
地
方
自
治
を

ぶ
ち
壊
す
橋
下
「
維
新
の
会
」

の
「
改
革
」
の
本
質
な
ど
を
踏

ま
え
、
新
た
な
住
民
共
同
の
具

体
化
な
ど
自
治
体
労
働
組
合
へ

の
要
望
等
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
場
か
ら
の
特
別
報
告
で

は
、４
名
（
総
務
農
林
支
部
の

川
津
書
記
長
、
府
立
病
院
労
組

の
田
岡
書
記
長
、
保
健
所
支
部

の
樋
口
支
部
長
、
府
税
支
部
の

　

私
は
人
工
透
析
を
開
始
し
て

も
う
す
ぐ
12
年
に
な
り
ま
す
。

難
病
患
者
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
つ
の
は
19
・
７
％
し
か
い

ま
せ
ん
。
７
月
10
日
に
大
阪
府

と
交
渉
を
し
ま
し
た
が
、
府
は

府
民
団
体
か
ら
の
発
言（
要
旨
）

府
民
の
い
の
ち
と
健
康
守
る

身
近
な
医
療
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
難
病
連　

高
橋
会
長

　

大
阪
府
の
成
人
病
セ
ン
タ
ー

の
移
転
を
前
提
と
し
た
「
大
手

前
・
森
之
宮
地
区
の
土
地
利
用

基
本
計
画
（
素
案
）」
に
対
し

て
「
大
手
前
・
森
之
宮
ま
ち
づ

く
り
研
究
会
」
は
、
府
職
労
や

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
、
運
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
は
「
府

庁
舎
は
大
手
前
が
え
え
、
成
人

　

大
生
連
に
は
、
１
万
８
千
世

帯
が
加
入
し
36
の
支
部
が
あ
り

ま
す
。
芸
能
人
家
族
の
生
活
保

護
受
給
に
端
を
発
し
た
「
不
正

受
給
報
道
」
が
繰
り
返
さ
れ
る

中
で
、
生
活
保
護
受
給
者
で
あ

「
応
接
」
と
い
う
対
応
で
、
回

答
も
「
国
（
上
の
者
）
に
伝
え

る
」
と
か
「
困
難
」
ば
か
り
で

す
。

　

難
病
患
者
に
と
っ
て
、
25
年

度
を
目
途
と
す
る
重
度
障
害
者

医
療
の
全
面
的
「
改
革
」
は
、

給
付
と
自
己
負
担
の
見
直
し

で
、
医
療
中
断
や
抑
制
に
つ
な

が
る
命
に
関
わ
る
重
大
問
題
で

す
。
国
保
の
広
域
化
（
府
で
一

本
化
）
も
保
険
料
の
値
上
げ
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
高
く
問
題

で
す
。

　

府
立
病
院
と
保
健
所
が
遠
く

な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。「
府
立
病
院
」
も
「
急
性

期
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
名

前
が
変
わ
り
、
慢
性
疾
患
の
患

者
は
利
用
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

ま
す
。
保
健
所
も
13
所
に
減

り
、
不
便
に
な
り
手
続
き
も
大

変
で
す
。
こ
の
自
治
研
集
会
に

参
加
し
、
保
健
師
の
方
も
限
ら

れ
た
人
数
で
１
人
ず
つ
の
患
者

に
接
す
る
こ
と
も
困
難
で
大
変

な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
と

も
に
力
を
合
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

る
会
員
か
ら
は
「
病
院
に
行
く

の
も
気
を
つ
か
う
」「
扶
養
の

義
務
を
た
て
に
保
護
の
申
請
を

渋
る
な
ら
自
殺
者
や
餓
死
が
増

え
る
」「
子
ど
も
や
兄
弟
に
迷

惑
を
か
け
ら
れ
な
い
し
、
ま
す

ま
す
肩
身
が
狭
く
な
る
」
な

ど
、
切
実
な
思
い
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
阪
市
と
の
交
渉
で

も
「
扶
養
義
務
が
（
生
活
保
護

の
）
開
始
要
件
に
な
る
こ
と
は

病
セ
ン
タ
ー
は
森
之
宮
が
え

え
」
と
い
う
集
会
も
開
催
し
、

大
阪
府
へ
の
申
し
入
れ
や
署
名

運
動
も
し
て
き
ま
し
た
。
成
人

病
セ
ン
タ
ー
の
移
転
問
題
で

は
、
地
域
住
民
の
力
で
大
阪
府

に
説
明
会
を
開
催
さ
せ
、
こ
の

説
明
会
で
府
職
労
成
人
病
セ
ン

タ
ー
支
部
の
役
員
が
、
移
転
反

対
の
発
言
を
先
頭
に
立
っ
て
行

っ
た
こ
と
で
、
住
民
と
自
治
体

労
働
者
の
連
帯
が
始
ま
り
ま
し

た
。
府
当
局
は
移
転
根
拠
を
説

明
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

知
事
は
「
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
と
い
う
地
方
自
治

法
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
憲
法
と
地
方
自
治
法
、
地

方
公
務
員
法
を
蹂
躙
す
る
恐
れ

の
あ
る
命
令
に
は
、
庁
内
の
団

結
、
公
益
通
報
権
を
実
行
し
て

ほ
し
い
。
住
民
と
自
治
体
労
働

者
の
連
帯
と
共
同
行
動
は
流
れ

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
政
の
プ
ロ
と
し
て
の
知
恵
と

経
験
を
生
か
し
住
民
運
動
へ
の

援
助
の
強
化
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

感想文
より

　

◆
「
住
民
と
自
治
体
労
働
者
の
連
帯
と
共
同
行
動
は
流

れ
を
変
え
る
」
と
い
う
指
摘
に
納
得
し
ま
し
た
。
◆
「
弱

者
」
の
公
務
へ
の
期
待
に
も
っ
と
敏
感
に
な
ら
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
◆
住
民
と
一
緒
に
住
民
要
求
を
実
感
し

て
自
治
研
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
◆
府
の
役
割
が
着
々
と
削
減
さ
れ
て
い
る
。
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
に
負
け
な
い
で
反
撃
の
運
動
を
幅
広
く
つ
く

る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
◆
保
健
所
で
「
訪
問

で
き
な
い
苦
し
み
（
申
し
訳
な
さ
）」
が
、
い
つ
し
か

「
必
要
な
い
」
と
思
う
人
が
増
え
る
こ
と
を
危
惧
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
住
民
と
の

対
話
を
し
っ
か
り
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。
◆
仕
事
を
通
じ
て
地
域

に
出
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

が
あ
ら
た
め
て
理
解
で
き
ま

し
た
。
◆
住
民
が
生
き
て
い

く
権
利
が
こ
の
上
な
く
脅
か

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

◆
労
働
者
の
声
を
て
い
ね
い
に
聞
く
取
り
組
み
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
、
理
解
を

広
め
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
と
も
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
◆
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
く
職

場
か
ら
仕
事
を
見
直
す
運
動
の
前
進
で
、
府
民
と
の
共
同

を
広
げ
る
取
り
組
み
は
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
◆
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
の
状
況
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
◆
職
場
の
状
況
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
人
員
減

・
業
務
委
託
の
中
で
公
務
労

働
の
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。

直
接
に
お
聞
き
す
る
場
が
な

い
の
で
、
行
政
の
現
場
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
心
し
て
府
民
の
た
め
の
医
療
に
従
事
で
き
る
職
場
環
境
と
労
働
条
件
を
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良くない」など、強い不満の声があがっています。
　また、政府の節電要請のあった２日から16日までの２週間の関
西電力管内の電力供給で、最大需要は2301万キロワットにとどま
り、出力118万キロワットの大飯原発３号機が再稼働しなくて
も、供給力を９％も下回っていたことが明らかになっています。
猛暑となった17日の最大需要はこの夏一番の2540万キロワットに
達していますが、10％以上の供給余力があったことも明らかにな
っています。
　関西電力が５月にまとめた試算では、原発ゼロのままでは、７
月前半は8.2％の供給力不足が生じるとし、再稼働の必要性を強
調してきました。また、関西電力は原発再稼働と同時に火力発電
所の稼働を停止しており、関西電力の〝電力不足キャンペーン〟が
「原発再稼働のため」のものであったと推定せざるを得ません。
　また、関西電力の示している「需給実績」では電力需要のピー
ク時間帯も示されていますが、その時間帯は16～17時が中心とな
っており、昼休み時間の変更による「ピークシフト」が有効であ
るとは言い難い結果も表われています。
　このような現状をかんがみれば、昼休み時間の変更を持続する
必然性はありません。当局は、道理ない理由をもって、職員への
犠牲を強いる昼休み時間の変更を継続すべきではなく、もし電力
が不足するというのならば、停止している火力発電所を稼働させ
るなど、必要な電力供給を関西電力に求めることこそが府民のた
めにも必要です。
　府職労は、「周知が不十分」「体調管理が難しい」との声も多く
出されるなど、職場の混乱や職員の健康問題をふまえ、あらため
て昼休み時間の変更を中止するよう申し入れます。
　「９月７日まで」とする昼休み時間の変更を中止し、直ちに元通
り（12時15分から13時）に戻すことを強く求めます。
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関西電力管内の電力需給状況

7月18日「中日新聞」より
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病
院
労
組
は
こ
の
二
つ
の
提

案
に
対
し
、
大
阪
府
立
病
院
機

構
労
連
（
自
治
労
傘
下
）
と
も

共
同
署
名
を
行
い
、
府
議
会
議

員
要
請
な
ど
共
同
し
た
取
り
組

み
を
行
う
と
と
も
に
、
病
院
労

組
決
起
集
会
を
８
月
８
日

（
水
）
19
時
か
ら
立
急
性
期
・

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
前
公
園
で

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

池
辺
書
記
長
）
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
ふ
ま
え
た
職
場
実
態

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
し
、
３
つ
の
府
民
団
体

（
生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
大

阪
難
病
連
、
大
手
前
森
之
宮
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
）
か
ら
は
、

住
民
へ
の
厳
し
い
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撃
に
対
す

る
実
態
報
告
と
府
職
労
へ
の
期

待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
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中
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島
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運
動
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げ
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決
意
な
ど
、
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か
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ま
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集
会
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最
後
に
は
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小
松
書

記
長
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ア
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ケ
ー
ト
中
間
集

計
を
含
め
、
憲
法
と
地
方
自
治

を
ふ
ま
え
『
職
場
か
ら
仕
事
を

見
直
す
』
運
動
と
府
民
と
の
共

同
を
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

な
い
」
と
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答
を
得
て
い
ま

す
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シ
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生
活
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受
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こ
と
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、
い
の
ち
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奪
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こ
と
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つ
な
が
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す
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府
民
の
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生
活
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護
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の
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行
政
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ロ
と
し
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住
民
運
動
の
中
へ

全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会（
大
生
連
）　

秋
吉
事
務
局
次
長

大
手
前
・
森
之
宮
ま
ち
づ
く
り
研
究
会　

藤
原
事
務
局
長

不
当
な
当
局
提
案
を
職
員
の
団
結
と
府
民
と
の
共
同
で
跳
ね
返
そ
う
！

府
立
病
院
機
構「
非
公
務
員
型
へ
の
移
行
」「
勤
務
成
績
の
給
与
反
映
」に
つ
い
て
提
案

府市病院の統合スケジュール（第14回大阪府市統合本部会議2012年６月19日）

府職労2012自治研究集会府職労2012自治研究集会
  110名の府民・職員が参加  110名の府民・職員が参加

最高気温（℃）最高気温（℃）

工　　程（案）

24
年
度

～府市統合に向け具体的な作業に着手
　▶府市統合にあたっての法的課題の整理
　▶ 病院統合に伴う法改正に向けた国への働き

かけ（要望）
　▶ 公立病院における広域医療・地域医療のあ
り方の検討（継続的に検討）

▶ 住吉市民病院の急性期・総合医療Ｃへの機
能統合に伴う府市間の財政負担の協議
▶ 急性期・総合医療Ｃ新棟建設に向けた基本
構想・基本計画の着手

25 　▶府立病院機構の非公務員化　　（Ｈ24.３.９通常国会へ法案提出）
▶ 急性期・総合医療Ｃ新棟の基本設計・実施
設計の着手

26 　▶大阪市立市民病院の地方独立行政法人化　　（非公務員型） ▶急性期・総合医療Ｃ新棟建設着手

27 　▶ 大阪病院機構（仮称）の設立・府市病院の統合

▶ 住吉市民病院の小児・周産期部門の急性期
・総合医療Ｃへの機能統合

　（2016（Ｈ28）年度供用開始予定）

府
職
員
の
感
想

府
民
の
感
想

（ 

抜 

粋 

）

（ 

抜 

粋 

）
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